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数学IAIIBIIIC 解答
(1) 三平方の定理から、n+ 1回目の操作後の一辺の長さは、

l2n+1 =

(
1

3
ln

)2

+

(
2

3
ln

)2

=
5

9
l2n

である。ここで ln+1 > 0であるから、ln+1 =

√
5

3
lnとなる。

これは初項 l0 = 1、公比
√
5

3
の等比数列なので、

ln = 1 ·

(√
5

3

)n

=

(√
5

3

)n

である。

(2) (1)より Sn = l2n =

(√
5

3

)2n

=

(
5

9

)n

である。

これは初項 S0 = 1、公比 5

9
の無限等比級数の和であるため、

∞∑
n=0

Sn =
1

1− 5
9

=
9

4

である。

(3) 点 An,x を基準として、点 An+1,x は An,x < An+1,x < Bn+1,x（補足図１）、
Bn,x < An+1,x < An+1,x（補足図 2）いずれの場合もAn,x, Bn,xを用いて、

An+1,x = An,x +
1

3
(Bn,x − An,x)

=
2

3
An,x +

1

3
Bn,x

と表される。

(4) (3)から同様にしてBn+1,x, Cn+1,x, Dn+1,xに関する漸化式も同様に立てられ
ることから、

An+1,x +Bn+1,x + Cn+1,x +Dn+1,x = An,x +Bn,x + Cn,x +Dn,x

となる。これより、第 n+ 1項目の x座標の値の総和と第 n項目の x座標の
値の総和は常に等しくなり、その値はA0,x +B0,x + C0,x +D0,x = 2である。
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(5) (3)と同様にして、第 n+ 1項目の y座標の値は以下の漸化式で表される。

An+1,y = An,y +
1

3
(Bn,y − An,y)

=
2

3
An,y +

1

3
Bn,y

したがって、(3)、(4)と同様の手順によってAn,y + Bn,y + Cn,y +Dn,yの値
は一定となり、その値は n = 0の場合を考えることにより 2である。
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